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科目名称： 工学倫理

モジュール名称： 倫理リテラシーを高めるために（１）

実証講義要録
実証講義タイトル： 

工学倫理

実証講義日時・場所：

２００３　年　７　月　３１　日　　　　場所　名古屋大学工学部講会議室　　　　　　　　　
実証講義担当者：

所属：　名古屋大学情報科学研究科　　　　氏名：　伊勢田哲治　　　　　　　　　　　　　
参加対象者属性

(1) 名古屋大学工学部４年生

　　　　　

参加者人数

　　　　　　　　　　　２３　　　　　　　　　人

概要：

倫理問題に関して失敗しないための倫理リテラシーという概念を理解することを目的として、倫理学という学問の問題設定、倫理学の基本理論としての功利主義、義務論、徳倫理学それぞれの長所と短所について理解し、倫理学における思考法としての反省的均衡法について理解する講義を行う。

受講者の意見等に基づく改善の方向性：

1.本実証講義では、各受講生に練習問題を配付する形で倫理学理論の実際への応用について受講生の理解を深める試みを行った。しかし、あまり慣れない作業であるため、受講生によってはかなりとまどったようである。例題形式で倫理問題の応用についてもう少し説明を加えた方がよいかもしれない。

2.倫理学理論の提示についてはなるべく具体例と結びついた説明を心掛けたつもりであったが、受講生からはそれでも抽象的だという反応があった。これについては、このモジュールを単独で教えたこととも関係があり、他のモジュールとの関連づけを強めることで解消可能な問題だと思われる。

3.今回の実証講義ではディスカッションの時間等は設けなかった。これについて特に受講生からの意見はなかったが、倫理問題について考える際には、ディスカッションの時間を設けることが、人々の間の意見の相違について意識的になるために有用である。今後の課題として、どのようにディスカッションを組み込むか、を考えていく必要があるだろう。
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